
野
生

々
物
管

理
と

近

代
動
物

園

の
役
割

渡

辺

徳

介

は

じ

め

に

公
立
動
物
園
、
そ
れ
が
中
小

・
地
方
都
市
に
あ

る
ほ
ど
、

一

般

に
は
遊
び
に
行
く
ど
こ
ろ
で
あ
り
幼
児
や
子
供
中
心

の
レ
ジ

ャ
ー
施
設
的
要
素
が
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
。

こ

の
こ
と
に

つ
い
て
否
定
す

る
つ
も
り
は
な

い
。
遊
び
な
が
ら
学

べ
る
施
設
で
あ
り
、
市
民
の
税
金
に
よ

っ
て
管
理
運
営
さ
れ
、

利
用
者

が
公
平
負
担
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
社
会
還
元
さ
れ
て

い

る

か
ら

で
あ
る
。

動
物
園

の
使
命

は
、
主
と
し

て
生
き
て

い
る
野
生
動
物
を
収

集

し
、
健
康

に
飼
育
管
理
し
て
教
育
的
配
慮

の
も

と
に
、
展
示

公
開
し
な
が
ら
飼
育
下

に
お
け
る
調
査
研
究
を
行

い
、
自
然
保

護
、
社
会
教
育
、
健
全
な
慰
楽
の
場

に
供
す
る

こ
と
で
あ
る
。

動
物
園
事
業
は
、
初
め
が
あ

っ
て
終
り
の
な

い
仕
事
で
あ
り
、

わ

が
国

で
は
誕
生
百
二
才

を
迎
え
る
東
京
都
恩
賜
上
野
動
物
園

が
、
最
長
老
と
言
え
よ
う
。

さ
て
釧
路
市
動
物
園
は
昭
和
四
十
七
年
に
建
設
計
画
を
も
ち
、

昭
和
五
十
年
十
月

一
日
に
開
園
し
た
。

開
園
以
来
、

「野
生

の

外
傷
保
護
動
物

と
飼
育
下

に
お
け
る
増
殖
管
理

へ
の
模
索
」

と

言
う
大
き
な
テ
ー

マ
を
持
ち
、
北
海
道
東
部
域

に
生
息
あ

る
い

は
往
来
す
る
野
生
動
物
が
、
な
ん
ら
か

の
障
害

に
よ

っ
て
保
護

さ
れ
、
自
然
界
に
即
復
帰

で
き
な

い
個
体
を
加
療
し
健
康

に
、

ま
た
科
学
的
に
管
理
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
最
近
二

二
二
の
動
物

に
繁
殖
の
徴
候
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
後
天
的
傷
害
動

物
か
ら
健
全
な
子
が
得
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。

楽
屋
の
動
物
た
ち

動
物
園
に
展
示
さ
れ
る
動
物
は
、博
物
館

の
標
本
と
同
様

に
、

五
体

の
整

の
っ
た
健
全
な
動
物

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考

え

ら
れ
、
そ

の
動
物

の
種
、
生
態
、
行
動
を
教
育
普
及
す
る
意
味

か
ら
も
重
要
な
課
題
と
思
う
。
し
か
し
、
外
部

か
ら
保
護
収
容

さ
れ
た
動
物

の
中

に
は
、
加
療

に
よ

っ
て
そ
の
生
命
維
持
は
で

き
て
も
、
身
体
的
な
損
傷

に
よ

っ
て
自
然
界

へ
の
復
帰

は
も
と

よ
り
、
標
本
的
展
示
効
果
も
な

い
と
考
え
ら
れ
が
ち
に
な
り
、

楽
屋
で
余
生
を
送
る
こ
と
が
従
来
の
動
物
園
に
は
あ
り
が
ち
で

あ

っ
た
と
思
う
。

釧
路
市
動
物
園

で
は
、
こ
う
し
た
後
天
的
損
傷
動
物
も
展
示

飼
育
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
は
、
オ
オ
ワ
シ
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
、
シ

マ
フ
ク

ロ
ウ
、
オ
ォ

ハ
ク
チ

ョ
ウ
、

エ
ゾ
フ
ク

ロ
ウ
等

だ
が
、

収
容
時
明
ら
か
に
幼
鳥
と
認
め
ら
れ
る
も
の
以
外
は
、
そ
の
年

令
は
不
詳
で
あ

る
。

性
別

に
つ
い
て
は
、
少
量

の
血
液
や
組
織
か
ら
性
染
色
体

の

分
離
培
養
検
査

に
よ

っ
て
性
別
判
定
を
し
、
個
体
識
別
と
個
体

力
ー
ド

に
記
載
さ
れ
る
。

そ
れ
ら
を
健
康
に
飼
育
管
理
し
な
が

ら
、
性
別
個
体
数
が
あ

る
て
い
ど
ま
と
ま
る
と
、
個

々
に
見
合

わ
せ
経
過
を
見
て
、
や
や
大
き
め
の
仮
設
舎

(飼
育
係
員
の
手

造
り
)
で
合
同
集
団
見
合
を
実
施
す
る
。

夜
行
性
と
言
わ
れ
る
薄
暮
型

の
行
動
を
す
る
フ
ク

ロ
ウ
類

の

観
察
は
忍
耐

と
努
力
の
何
も

の
で
も
な
く
、
行
動
、
鳴
き
合

い
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を
夜
間
双
眼
鏡
等
で
脚
帯
を
確
認
し
た
う
え
、
記
録
し

つ
、つ
け

相
思
相
愛

の
二
羽
を
、
隔
離
舎

(
飼
育
係
手
造
り
)
に
収
容
す

る
。
そ
れ
以
前

か
ら
、
思
考
錯
誤
し
な
か
ら
完
成
さ
れ
た
巣
台

や
巣
箱
を
利
用
し
、
昭
和
五
十
七
年
に
は
シ

マ
フ
ク

ロ
ウ

に
初

め
て
産
卵
が
認
め
ら
れ
た
。

昭
和
五
ト
八
年

に
は
、
前
年

に
産
卵
を
認
め
た

一
番

に
は
受

精
卵
か
、
ま
た
新

た
な

一
番

に
も
産
卵
か
認
め
ら
れ
た
が
、

フ

化

に
は
至
ら
な
か

っ
た
。

し
か
し
、

こ
こ
ま
で
成
果
を
挙
げ
る

た
め
に
は
厳
寒
期
、
餌

や
水
か
凍
結
し
な

い
よ
う

に
採
食
が
常
時
充
分
に
で
き
る
よ
う

に
、
飼
育
担
当
者
を
は
じ

め
係
員
達

の
創
意
工
夫
と
研
究

の
成

シマフクロウの合同見合用椎 と巣箱

果
で
あ
る
。

オ
ジ

ロ
ワ
シ
は
、
滑
空
中

の
偶
発
事
故

で
貨
物
ト
ラ

ッ
ク
に

接
触
、
脛
骨

々
折
し
た
も

の
と
翼
を
骨
折
し
た
個
体
か
ら
番
形

成

か
で
き
、
猛
禽
舎
の
人
工
巣
台

に
巣
材
を
運
び
は
じ
め
、
昭

和
五
十
三
年
初
め
て
産
卵

か
ら
抱
卵
を
認
め
た
が
、

フ
化
に
至

ら
ず
検
査

の
結
果
、
非
受
精
卵

で
あ

っ
た
が
、
繁
殖

へ
の
第

一

歩
が
開
か
れ
て
き
た
。

オ
オ

ハ
ク
チ

ョ
ウ
は
、
動
物
園
建
設
前
に
市
内
鶴

ヶ
岱
公
園

に
、
衰
弱
し
た
り
何
ら
か

の
原
因
に
よ

っ
て
保
護
収
容
さ
れ
て

い
た
数
羽
と
、
開
園
後

に
収
容
し
た
外
傷
個
体
等

で
現
在
十
四

羽
を
飼
育
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
、
園
内
北
東
側

に
あ
る
湿
地
を
掘
さ
く
し
、
造
成

し
た
谷
地
坊
主
と
キ
タ

ヨ
シ
に
囲
ま

れ
た
池

に
収
容
さ
れ
て

い

る
。

こ
こ
で
も
性
染
色

体
検
査

に
よ
る
性
別
判
定
、
個
体
識
別

は
噛

の
紋
様
写
真
記
録

と
脚
帯
に
よ
る

マ
ー
キ

ン
グ
に
よ

っ
て

個
体

力
ー
ド
に
記
載
さ
れ
る
。
池

の
面
積
約
三
、
三
〇
〇
平
方

m
、
そ
こ
で
合
同
集
団
見
合

が
実
施
さ
れ
る
。
飼
育
担
当
者

を

中
心
に
観
察
記
録
が
続

く
、
見
合
か
ら
三
年
、
昭
和
五
十
三
年

の
春
、
初
め
て
営
巣
が
認
め
ら
れ
産
卵
し
た
。

昭
和
五
十
四
年
、
そ
れ
ぞ
れ
の
番

に
テ
リ
ト
リ
ー
を
与
え
る

よ
う

に
、岸
と
池

に
区
割

し
て
繁
殖
期
前
に
移
動
し
た
と
こ
ろ
、

前
年

の
産
卵
番
が
再

び
営
巣
し
、
産
卵
が
認
め
ら
れ
た
。
今
回

は
そ

の
中
か
ら
卵
を
取
り
あ
げ
人
工
フ
化
も
、
自

然
フ
化
と
平

行
し

て
試
み
ら
れ
た
。
抱
卵
中

の
番

を
観
察
す
る
う
ち
に
、
野

生
化
し
た
ミ

ン
ク
が
毎

日
の
よ
う

に
出
現
し

て
、
飼
育
担
当
者

と
飼
育
係
員
は
フ
化
後

の
対
応
を
検
討
し
は
じ
め
た
。
幸

か
不

幸

か
自
然

フ
化
を
期
待

し
た
方

は
非
受
精
卵

で
あ

っ
た
が
、
入

工
フ
化
に
成
功
し
た
日
本

で
初
め
て
オ
オ

ハ
ク
チ

ョ
ウ
の
ヒ
ナ

S58.5.29自 然 ふ化 後 人 工育 雛 中(生 後3日 目)

の
誕
生
が
認
め
ら
れ
た
が
、
惜

し
く
も
五
カ
月
数
日

の
育
成
途

中
で
頭
部
打
撲

で
死
亡
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
五
月
二
十
九
日
、
二
羽

の
自
然

フ
化
が
認
め

ら
れ
、
自
然
育
成

し
よ
う

と
し
た
か
隣
接

の
オ
オ

ハ
ク
チ

ョ
ウ

に
浸
入
さ
れ
、
親
鳥
達

と
の
闘
争
な
ど
の
経
過
観
察
か
ら
、
遂

に
人
工
育
雛

に
踏
切

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

前
回

の
経
過

と
同
様
に
給
餌
内
容
、
量
、
体
重
計
量
、
運
動

量
等
刻
明
に
記
録
中

で
あ
る
。

タ
ン
チ

ョ
ウ
保
護
増
殖

セ
ン
タ
ー
は
、
国
、
道
、
市
の
補
助

金
に
よ

っ
て
、
昭
和

四
卜
七
年
着
ザ
、
几
年
の
才
月
を
か
け
て

五
十
六
年
完
成
、五
十
七
年
か
ら
供
用
開
始
し
た
施

設
で
あ
る
。
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釧
路
市

で
は
、
昭
和
三
十
三
年
に
鶴
丘

に
丹
頂
鶴
自
然
公
園

を

設
立
以
来
、

一
担
当
者

と
タ

ン
チ

ョ
ウ
愛
護
会

や
市
民
の
協

力

に
よ

っ
て
、
自
然

フ
化
、人
工
フ
化
育
雛
と
担
当
者

の
努
力

で

成

果
を
得

て
来
た
が
、
こ
れ
だ
け
の
業
績
を
数
値
的
記
録
に
表

現

し
て
、
そ

の
デ
ー
タ
を
正
確
に
残
す

こ
と
が
今
後

の
タ

ン
チ

ョ
ウ
保
護
活
動

に
欠
か
せ
な

い
問
題

で
も
あ
る
。

タ

ン
チ

ョ
ウ
を
は
じ
め
保
護
増
殖
事
業
は
、
人
の

一
世
代

で

終

る
仕
事

で
な
く
、
常
に
後
継
者

の
養
成
と
継
続
す

る
こ
と
に

よ

っ
て
は
じ

め
て
そ

の
成
果
が
期
待

で
き
る
も

の
で
あ
り
、
デ

ー
タ

の
収
集

と
正
確
な
記
録
を
ぜ
ひ
と
も
必
要
と
す

る
。

と
く
に
こ
の
地
方
は
、
地
下
凍
結

が
六

～
七
月
頃
ま

で
つ
づ

く

よ
う
な
気
象
条
件

の
厳
し

い
土
地
な

の
で
、
気
象
デ
ー
タ
の

記
録
は
欠
く

こ
と
は
で
き
な

い
。

日
照
時
間
と
繁
殖
期

の
関
係
、

地
下
凍
結
期

の
融
雪
降
水
量
と
水
没

に
よ
る
巣
の
放
棄
と
の
関

係
な
ど
、
い
ず
れ
も

こ
の
地
域
の
気
象
デ
ー
タ
が
基
礎
に
な
る

た
め
、
セ

ン
タ
ー
管
理
棟
野
外
に
観
測
器
機
を
設
置
し
、
ヶ
i

ブ

ル
に
よ

っ
て
管
理
棟
二
階
観
察
室

の
綜
合
気
象
盤
に
送
ら
れ
、

さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
記
録
紙
に
自
動
的

に

一
時
間
毎
に
記
入
さ
れ

る
。

こ
の
記
録
は
気
象
庁
公
認
記
録

で
あ
る
..

ま
た
、
飼
育
ド

に
お
け
る
フ
化
育
雛
、
育
成
、
繁
殖
行
動
は
、

直

接
観
察
記
録
も
行
う
が
、
こ
と
に
早
春
野
外
で
の
長
時
間
観

察
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
と

ビ
デ
オ
テ
:
プ
に

録

画
さ
れ
る
。
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
は
、

フ
卵
室
、
育
雛
室
、
育
成

室

に
、
ま
た
野
外

の
繁
殖
用
ケ
ー
ジ
に
は
、
高
さ
七

m
の
ポ
ー

ル
L

に
高
感
度

モ
ノ
ク

ロ
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
、

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
カ

メ
ラ

の
い
ず

れ
も
電
動
ズ
ー
ム
と
厳
冬
期

に
ヵ
メ
ラ
を
守
る
、

カ
メ
ラ

ハ
ウ
ジ

ン
グ

で
覆
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
ケ
ー
ブ

ル
で
管
理
棟

二
階

の
観
察
室

の
テ

レ
ビ

調

整
卓

に
導
入
さ
れ
、
必
要
に
応
じ

て
九
十
六
時
間
、
年
月

日

タ
イ

マ
ー
付

の
ビ
デ
オ
装
置

に
録
画
さ
れ
る
。
テ

レ
ビ
調
整
卓

に
は
四
台

の
モ

ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
が
あ
り
、
リ
モ
ー
ト

・
コ
ン
ト

ロ
ー

ル
装
置
で
操
作
が
可
能

で
あ
る
。

管
理
棟

一
階
に
は
、
人
工
増
殖

の
中
核

で
あ

る
フ
卵
、
発
生

室

、
育
雛
室
、
育
成
室
、
飼
料
調
理
室
、
熱
管
理
す
る
ボ
イ
ラ

ー
室
、
器
材
倉
庫
等
が
あ

る
。

特

に
フ
卵
器
、
発
生
器
は
従
来

の
目
安
の
温

・
湿
度
計
の
他

に
、
近
年
開
発
さ
れ
た
電
子
湿
度
計
と
電
子
温
度
計

の
エ
レ
メ

ン
ト
を

七
台

の
新
型

フ
卵
器

と
四
台

の
発
生
器

、
そ
し
て
在
来

フ
化
さ

せ
て
き
た
旧
型
平
面
フ
卵
器
に
配
備
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

タンチョウ保護増殖センター管理棟

チ

ャ
ン
ネ

ル
の
カ
ラ
:
打
点
式
記
録
計
二
台
に
連
結
さ
せ
自
動

的

に
記
録
さ
れ
る
が
、

フ
化

・
育
雛

に
は
経
験
豊

か
な
技
術
者

の
手
作
業
も
重
要
な
課
題

で
あ
る
。

昭
和
五
十
七
年
か
ら
活
動
が
始
ま

っ
た
が
、

こ
の
施
設
で
の

失
敗
や
成
功

の
デ
ー
タ
が
き

っ
と
ト
年
後
に
は
、

一
定

の
教
育

と
技
術
が
あ
れ
ば
継
続
し

て
役
立
て
る
と
考
え
る
。

同
年
レ

一
月
四
日
、
W
W
F
総
裁

エ
ジ
ン
バ
ラ
公
フ
ィ
リ
ッ

プ
殿
下
が
視
察
に
お
い
で
に
な
り
、
増
殖
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、

シ

マ
フ
ク

ロ
ウ
、
ゼ

ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
な
ど
、
当
地
方

の
野
生

生
物

の
保
護
増
殖
に
深

い
感
心
を
も
た
れ
、
当
初
ニ
レ
症
分

の

予
定
を
五
十
分
に
延
長
さ
れ
、
二
、
三

の
専
門
的
な
質
問
を
さ

れ
る
な
ど
、
野
生
々
物
保
護

に
対
す

る
熱
意

に
は
学

ぶ
べ
き
と

こ
ろ
が
大
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。

誤
っ
た
保
護
収
容

道
路
わ
き
に
カ
モ
の
雛

が

い
た
の
で
、
猫
や
犬

に
と
ら
れ
る

と
可
愛
そ
う
な
の
で
保
護
し
た
。
ま
た
、
親
と
は
ぐ
れ
た
ら
し

い
子
ギ
ツ
ネ
を
保
護
し

た
。

こ
う
し
た
出
来
事
は
、
自
然
保
護

係

の
関
係
者
や
、
私
達

の
よ
う
な
施
設
で
は

い
つ
も
な
や
み
の

種
で
あ

る
。

繁
殖
期

に
多
く
、
動
物

の
親
達

は
ヒ
ナ
や
r
を
移
動
し
て
あ

る
く
途
中

の
災
難

で
あ

っ
た
り
、
f
別
れ
、
巣
立
直
後
の
幼
鳥

獣
が
独
立
し
て
採
食

で
き
る
か
を
監
視
中
の
事
故

で
し
か
な
く
、

本
来

の
保
護
で
は
な

い
。

こ
う
し
た
事
実
を
、
も

っ
と
強
く
P
R
す
る
こ
と
が

一
般
社

会
人

の
理
解
を
得
、
自
然
保
護
活
動
に
も
協
力
が
得
ら
れ
る
の

で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
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望
ま
し
い
専
門
教
育
機
構
の
設
立

十
五
年
前
、
私

は
東
ア

フ
リ
カ
の
野
生
々
物
保
護
区

と
保
護

管

理
が
ど
の
よ
う

に
な

っ
て

い
る
か
を
見
に
、
タ

ン
ザ

ニ
ア
に

出

か
け
た
。
首
都
ダ

ル
エ
ス
サ
ラ
ム
か
ら
国
内
航
空
で
ア
リ

ュ

ー
シ

ャ
へ
飛
び
、
そ

こ
で
、
サ
フ
ァ
リ
ー
用

の
車
と
ド
ラ
イ

バ

ー

を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
、
ア
リ

ュ
ー
シ

ャ
か
ら
六
キ

ロ
ほ
ど
東

へ
走
行
、

「
モ
シ
」
村
に
・「
国
〉
○。
一、
〉
閨
力
H
O
>

乏
H
ピ
∪

口

閃

○
○
い
い
○
国
」

を
、
失
礼
と
は
思

っ
た
が
予
約
も
な
く
訪
問
し

た
。
学
生
達
は
野
外
実
習
で
逢

え
な
か

っ
た
が
、
学
長

と
そ

の

子
息

の
案
内
で
学
園
内
を
見
学
し
た
。

こ
の
大
学
は
タ

ン
ザ

ニ
ア
独
立
以
前

か
ら
創
設
さ
れ
、

い
わ

ゆ

る
植
民
地
時
代

に
東
ア
フ
リ
カ
の
野
生

々
物
資
源
調
査

・
管

理
を
組
織
的
に
進
め
る
た
め
の
、
レ
ン
ジ
ャ
ー

(
保
護
員

)
、

ワ
ー
デ

ン

(保
護
監
督
官
)
を
養
成
す

る
た
め

の
教
育
施
設

で

あ

る
。
植
民
地
時
代

の
学
生
は
、
ほ
と
ん
ど
が
白
人
系
で
し

め
ら
れ

て
い
た
そ
う

だ
が
、
私
が
訪

れ
た
と
き
は
教
授
陣

以
外
、
学
生

達
は
全
て
現
地
人

の
子
弟
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
は

一
般
教
養
学

科

に
、
天
文
学
、
自
然
科
学
、解
剖
学
、
生
理
学

が
入

っ
て
お
り
、

六
年
生

で
あ

る
。
教
授
陣

は
世
界
中
か
ら
あ

つ
ま
り
、
学
生

一

人

に
十
二
人
の
専
門
教
授

と

い
う
、
わ
が
国

の
マ
ン
モ
ス
講
義

で

は
想
像
も

つ
か
な

い
ほ
ど
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ

っ
た
。
た
と

え
ば
、
天
文
学
で
は
恒
星
の
所
在
を
教
育
し
、
六
分
儀

の
原
理

を
理
解
さ
せ
、
実
習
が
終
る
と
そ

の
原
理
を
応
用
し
て
、
右
手

腕
を

一
杯
に
伸
ば
さ
せ
人
差
指

で
恒
星
を
と
ら
え
、
親
指
を
標

準

の
よ
う

に
立
て
さ
せ
、
中
指
を
水
平
方
向
に
折

っ
て
自
分
の

方
位
地
を
測
定

さ
せ
る
そ
う
で
あ
る
。

原
理
と
応
用

に
置

い
た
教
育
が
、
や
が
て
四
年
生
の
卒
業
期

に
入
る
と
各
民
族
に
適
合
し
た
食
糧
と
水
、
簡
単
な
寝
具
を
か

つ
い
で
フ
ィ
ー

ル
ド

・
ノ
ー
ト
し
な
が
ら
、
キ
リ

マ
ン
ジ
ャ
ロ

の
初
登
頂
路
を
高
度
ご
と
に
、
動
植
鉱
物
を
調
査

さ
せ
標
本
作

成
と

レ
ポ
ー
ト
提
出
が
卒
業
論
文
と
な
る

の
で
あ
る
。

彼
ら
は
四
年
生
を
卒
業
す
る
と
、
大
学
と
野
生

々
物
資
源
局

と
の
協
議

で
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た
保
護
区
に
二
年
間
義
務

と
し
て
従
事
さ

せ
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
ワ
ー
デ

ン

(保
護
監
督

官

)
を
目
差
す
保
護
員
は
、

こ
の
二
年
間
に
八
論

文
以
上

の
調

査
報
告
を
大
学
に
送
付
し
、
優
秀

で
あ
れ
ば
大
学
院

の
道
が
開

き
、
卒
業
試
験
に
合
格
す
る
と
ワ
ー
デ

ン
の
称
号

が
与
え
ら
れ

る
が
、
当
面

の
二
年
間
は
指
定

さ
れ
た
保
護
区

で
仕
事

に
従
事

す
る
義
務

が
あ
る
。

諸
外
国

に
お
け
る
保
護
行
政
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
的
慣
習

か
ら
そ
の
国

に
合

っ
た
方
法
手
段

に
よ

っ
て
講
じ
ら
れ
て
い
る

と
思
う

が
、
少
な
く
と
も
窓
口
は

一
本
化
さ
れ
て
お
り
、
わ
が

国

の
よ
う

に
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
て
、
し
か
も
資

源
と
い
う
意

識

に
乏
し
く
保
護
を
進

め
る
に
も
、
専
門
的

教
育
機
構

が
な

い

と
こ
ろ
か
ら
、
少

々
悪
態
だ
が
動
物
好
が
代

っ
て
保
護
員
を
受

け
、
現
状
の
よ
く
わ
か
ら
な

い
担
当
者
が
法
的

、
事
務
的
処
理

を
し
て

い
る
こ
と
で
も
何
ら
感
じ

て
い
な

い
の
だ
ろ
う

か
。

野
生

々
物
資
源
は
、全
地
球
を
構
成
す

る
共
有
財
産

で
あ
り
、

そ
の
資
源
管
理
は
国
際
間

で
も
真
剣
に
討
議

さ
れ
て

い
る
。

幸

い
な
こ
と
に
、
北
海
道
は
自
然
に
恵
ま
れ
現
存
す

る
野
生

生
物
は
、
理
解
あ
る
人
々
に
よ

っ
て
守
ら
れ
て

い
る
間
に
、
わ

が
国

の
野
生

々
物
資
源
管
理
を
将
来
と
も
進
め
る
た
め
に
も
、

野
外
実
習
地
に
こ
と
欠
か
な

い
道
内

に
専
門
教
育

校
の
設
立
と

そ
の
卒
業
者
が
行
政
と

一
体

に
な

っ
て
仕
事
と
し

て
道
が
開
か

れ
る
こ
と
を
強
く
望
む
次
第

で
あ
る
。

ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
の
動
物
達

釧
路
市
動
物
園
で
毎
年
六
月
～
九
月
に
実
施
し
て
い
る
林
間

学
校

の
行
事

に
触
れ
て
み
よ
う
。
開
園
当
初
、
地
方
出
身

職
員

の
た
め
に
建

て
ら
れ
た
独
身
寮
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

一
泊

二
日
、
小
中
学
校
児
童
生
徒
ら
の
課
外
学
級
P
T
A
活
動
で
あ

る
。午
後

に
な

っ
て
到
着
し
た

一
ク
ラ

ス
の
子
供
達
は
、
引
率

の

先
生
と
父
母
と
と
も

に
宿
舎
の
寮
に
入
り
、
や
が
て
暗
く
な
り

か
け
た
閉
園
後

の
園
路
を
通

っ
て
、
指
定
さ
れ
た
時
間
に
懐
中

電
灯
を
手

に
し
て
集
合
す

る
。
動
物
な
ん
か
に
全
然
興
味

の
な

い
子
、

テ
レ
ビ
番
組

に
興
じ
る
子
、
ま
ん
が
に
全
神
経
を
そ
そ

ぐ
子
、
わ

い
わ

い
、
が
や
が
や
。
子
供
達

の
集
合
と
安
全

の
た

め
に
点
灯
さ
れ
て
い
る
園
内
灯
を
消
す
前
に
、
三

つ
の
約
束
を

さ
せ
る
。

リ
ー
ダ
ー

の
許
し
な
く
懐
中
電
灯
を

つ
け
な

い
こ
と
。

ふ
ざ
け

っ
こ
し
な

い
こ
と
。
ト
イ

レ
に
行
き
た
く
な

っ
た
ら
申

し
出
る

こ
と
。
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
夜
、
動
物
達
が
ど
ん
な
動
き

を
し

て
い
る
か
見
に
ゆ
こ
う
。

懐
中
電
灯
は
、

つ
け
な

い
で
し

っ
か
り
と
両
眼
を
閉
じ
て
十

数
え
よ
う
。

一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
命
じ
ら
れ
た
係
員
が
園

内
灯
を
全
て
消
す
。

六
、
七
、
八
、
九
、
十
。
懐
中
電
灯
は
つ

け
ず
に
、
さ
あ
眼
を
開

い
て
み
よ
う
。
あ

っ
!
見
え
る
。
不
思

議
が
る
子
供
達
を
誘
導
し

て
、
ペ
ン
ギ

ン
舎

へ
、
プ
ー

ル
ぎ
わ

に
行
列
す

る
フ
ン
ボ

ル
ト

ペ
ン
ギ

ン
、
子
供
達
に
質
問
す
る
。

ペ
ン
ギ

ン
は
何
を
食
べ
る

の
、
魚
!
深

い
暗

い
海
中

に
い
る
魚
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が
、
見
え
る
の
か
な
。

見
え
な

い
と
思
う
。
で
は
リ
ー
ダ
ー
だ

け

が
懐
中
電
灯
を

つ
け
、
ス
ウ
ー

ッ
と
水
面
に
光
を
走
ら
せ
る
。

岸
に

い
た
ペ
ン
ギ

ン
達
が
、同
時
に
水
中

に
入
り
光
を
追
う
。

一
瞬
灯
を
消
し
再
び
別
方
向
に
光
を
走
ら
す
。
日
昼
で
は
観
察

で
き
な

い
鋭
角
に
曲
折
す
る
運
動

が
認
め
ら
れ
る
。
魚
鱗

の
反

射

で
餌
を
求
め
る
習
性
を
話
し

て
終
る
。

エ
ゾ

フ
ク

ロ
ウ
の
前

で
は
、
大
き
く
開

い
た

フ
ク

ロ
ウ

の
眼

が
、
日
昼

子
供
達
が
見
た
フ
ク

ロ
ウ

の
眼
と

の
違

い
を
質
問
す

る
。学
年

に
応
じ
て
網
膜
や
瞳
孔
の
話
も
と
り
入
れ
る
。
そ
し
て
、

今

夜
の
出
発
時

に
、
明
る

い
所
か
ら
急

に
暗

い
所
に
行
く

の
に
、

子
供
達
が
十
数
え
た
こ
と
を
想

い
出
さ
せ
る
。
暗

い
と
こ
ろ
で

は
瞳
孔
を
大
き
く
開
け
、
弱
い
光
を
多

く
と
り
入
れ
て
見
る

こ

と
が
で
き
る
。

さ
あ
良
く

エ
ゾ

フ
ク

ロ
ウ
の
眼
を
見
よ
う
。

リ

ー

ダ
ー
が
、

エ
ゾ

フ
ク

ロ
ウ
の
眼

に
向
け
て
点
灯
す
る
。
瞳
孔

が
見

る
見
る
う

ち
に
小
さ
く
な
り
、
や
が
て
ま
ぶ
た
ま

で
も
細

く

と
じ
る
。

こ
う
し
て
二
、三
種
の
動
物
達
に

ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ

て
、

実
際

に
話
を
聞
き
動
物
達

の
行
動
を
観
察

さ
せ
寮

へ
と
歩
く
間
、

テ
レ
ビ
ッ
子
、
ま
ん
が

っ
子
、
興
味
を
示
さ
な
か

っ
た
子
供
達

が

い
つ
の
ま
に
か
、
興
味
し
ん
し
ん
で
質
問
も
続
く
。

才
能
教
育
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

毎
年
夏
休

み
の
初
め
、
動
物
が
好
き

で
興
味
あ
る
小
学

々
童

の
四
年
生
～
六
年
生
と
、
中
学
生
徒
を
対
象
に

一
般
か
ら
募
集

す

る
。

二
日
間

の
動
物
園
飼
育
実
習
教
室

で
あ
る
。

飼
育
係
員
と
動
物
達

の
ふ
れ
あ

い
だ
け
を
日
頃
見
る
子
供
達

が

ジ
ャ
ー

ジ
ー
を
着
、
長
靴
を
は

い
て
軍
手
を
、
そ
し
て
掃
除

用

具
を

持

っ
て
空
屋

の
獣

舎

に
入

る
。
う

ー
う

一
声

、

一
瞬

ど

の

子
も

小
鼻

に
し

わ

を
寄

せ
る

、

リ
ー

ダ

ー

の
飼

育

係

員

が
糞

の

状
態

を

説
明

す

る
。

残

し

た

餌

は
な

い
か

、

ど

の
く

ら

い
あ

る

か

な

ど

を

記
録

さ

せ

る
。

糞

を

か
き

集

め

一
輪

車

で
運

び
出

す

も

の
、

ほ
う

き

で

掃

除

す

る

も

の
、

水

で
壁

や
床

を

デ

ッ
キ

ブ

ラ

シ

で

こ
す

る
も

の
、

ど

の
子

の
額

に

も

汗

が
流

れ

掃
除

を

終

え

て

餌

づ

く
り

、

お
そ

ら

く

家
庭

で
は

ホ

ッ
ケ
を

切

っ
た

こ
と

も

な

け

れ

ば
、

生

肉

を

つ
か

ん

だ

こ
と

も

な
く

、

イ

モ
や

人

参

を

洗

っ
た

こ
と

の

な

い
、

子

供
達

だ
ろ
う

が

、
学

年

の
大

き

い
子

は

低

学

年

の
持

つ
バ

ケ

ツ
を

一
緒

に
持

つ
な

ど

、

い

つ
の
ま

に

か

連

帯
感

が
育

ち

、

現

代

っ

子

に
あ

り

が
ち

な

独
善

的

態
度

が
見

ら

れ
な

く

な

る
。

も

っ
と
も

、
班

別

編

成

の
と
き

同

じ
学

校

、

同

じ

ク

ラ

ス
、

仲

良

し

を

二

日
間

の
学

習

時

間

だ

け
は

別

々
に
編

成

し

て
し

ま

い
私

語

が

で
き

な

い
よ

う

に
配
慮

す

る

か

ら

で
も

あ

ろ
う

。

二

日
目

、

終

了
す

る
前

、

子
供

達

と
飼

育

係

の

リ

ー

ダ

ー
と

と
も

に
反

省

会

と

子

供
達

の
希

望

や
感

想

を

聞
く

。

く

さ

か

っ
た

け

ど

楽

し

か

っ
た
。

魚

を

初

め

て

切

っ
た

と

き

、
腹

わ

た

が
飛

び

出

し

て
気

持

悪

か

っ
た
。

子

供

ら
し

い
、
く

っ
た
く

の
な

い
感

想

で

あ

る
。

二

日

間

で
な

く

、

も

っ
と

長

い
方

が

い

い
。

来

年

は

、
高

校

だ
か

ら

も
う

出

れ

な

い
と
言

っ
た
中

学

三

年

生
ー

。

一
つ
の
目

標

に
向

っ
て
、

同

じ
興

味

を
持

つ
子

供

達

へ
の
プ

レ

ゼ

ン
ト

で
あ

る
。

お

わ

り

に

大
き
な
タ
イ
ト

ル
に
気
恥
し

い
原
稿
で
、
貴
重
な
紙
数
を
割

愛
し

て
い
た
だ

い
た
北
海
道
自
然
保
護
協
会

に
申
し
わ
け
な
く
、

た
だ
た
だ
小
生

の
不
勉
強

の
至
り

で
あ
る
が
、
昔

の
動
物
園
は

野
生

か
ら

の
持
ち
込
み
を
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
歓
迎
し
て

い

た
風
調
す
ら
見
え
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

し

か
し
現
代
で
は
、
種
の
保
護
管
理
を
動
物
園
自
身
が
真
剣

に
取
り
く
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
あ
り
、
国
内
は
も

と

よ
り
国
際
間
と
の
連
携
も
事
実
進
み

つ
つ
あ
る
。
釧
路
市
動
物

園
は
誕
生
八
才

で
あ
る
が
、
同
様
施
設
、
研
究
機
関
と
協
力
し

な
が
ら
今
後
も

そ
の
使
命
を
全
う
し
て
行
き
た

い
と
考
え
る
。

な
お
、
紹
介
し
た
動
物
達

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
者

に
よ

っ
て
、
動
物

園
・水
族
館
雑
誌
に
報
告
す

る
た
め
、
詳
細
な

記
事
を
敢

え
て
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も

の
で
あ
る
。

(釧
路
市
動
物
園
長
)
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